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発表演題名 環境水中のダイオキシン類とヘキサクロロベンゼンとの同時分析について

発表学会名 日本環境化学会（第 18 回環境化学討論会） 

発表者名 熊谷 宏之（環境部） 

開催場所 つくば国際会議場（つくば市竹園 2-20-3） 
発表日時 平成２１年６月９日 

発表内容 化学物質審査規制法の第一種特定化学物質に指定されているヘキサクロ

ロベンゼン（HCB）は、ダイオキシン類（DXNs）と同様に燃焼等の過程
で非意図的に生成されるほか、近年、テトラクロロ無水フタル酸（TCPA）
と TCPAを用いて製造される顔料等の中に HCBが含有されているとの報
告もみられる。 
そこで、残留性有機汚染物質（POPs）のうち、非意図的生成物質に着
目し、水環境への汚染実態や相関関係の解明を進めていくため、DXNsの
分析法をベースに HCBとの同時分析が行えないか検討した。 
その結果、同時分析は可能なものの、HCBは DXNsと比べて前処理工
程で損失しやすく、ろ過、固相抽出後のろ紙とディスクの乾燥、精製工程

での濃縮作業などに注意する必要があった。なお、比較的清浄な水試料を

ろ過、固相抽出する場合、凝集剤に活性炭分散シリカゲルを含有させた捕

集剤を添加すると、HCBの回収（捕集）に有効であった。 
 

 


